
参加者募集前期成人講座

◆講　　師：司法書士 青木英樹 先生
◆期　　日：7/6（木）、7/13（木）、7/20（木）
◆時　　間：14:00～15:30
◆場　　所：飯山市公民館　101会議室
◆対　　象：市民および市内にお勤めの方で、
 　　３回出席できる方。
◆定　　員：20名程度（参加希望多数の場合は抽選）
◆講義内容：〇第１回 家族が亡くなったことによる相続
　　　　　　　家や土地の登記、相続登記の義務化
　　 　　〇第２回 自分の終活に向けて
　　　　　　　身辺整理・財産整理の始め方
　　 　　〇第３回 遺言・エンディングノートの書き方
◆申込期間：5月22日（月）～6月23日（金）

心配ない老後を過ごすために、知っておきたい法律講座

第２弾 飯
山
市
館
長
主
事
合
同
会
議

　
　
　
　
コ
ロ
ナ
後
の
活
動
に
向
け
て辞令を受ける森本浩正飯山地区公民館長

華道の展示を観賞する来場者

飯山雪国大学地域学講座「千曲川学」

千曲川のなりたち

いいやま女性センター未来 ℡ 62-0543 日曜祝日休館

　

令
和
5
年
度
第
１
回
飯
山

市
地
区
館
長
・
主
事
合
同
会
議

が
４
月
7
日
に
開
催
さ
れ
、
飯

山
市
公
民
館
の
運
営
方
針
や
各

公
民
館
の
事
業
実
績
と
計
画
の

報
告
、
公
民
館
運
営
協
議
会
の

事
業
予
定
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。　

　
会
議
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収

ま
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
以
前
と

同
じ
で
な
く
て
も
、
今
の
社
会

に
合
っ
た
方
法
で
の
公
民
館
活

動
の
実
施
に
向
け
た
話
し
合
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

飯
山
市
地
区
公
民
館
長
会

正
副
会
長
の
選
出
も
行
わ
れ
、

会
長
に
飯
山
地
区
公
民
館
の
森

本
浩
正
さ
ん
、
副
会
長
に
秋
津

地
区
公
民
館
の
関
谷
竹
志
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
本
年
４
月
１
日
付
け

で
再
任
、
新
任
さ
れ
た
地
区
公

民
館
長
へ
、
松
木
英
文
教
育
長

か
ら
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

飯
山
市
民
芸
術
祭
展
示
部
門

異常気象と向き合う～身近でできる災害対策～

◆会場：飯山市文化交流館なちゅら大ホール（入場無料）

◆主催：飯山市・飯山市教育委員会

飯山雪国大学文化講演会

◆講師　
　テレビ朝日
　お天気キャスター／気象予報士

依田 司 氏

　「第14回 好きなお天気キャスターランキング」（オリコン）で1位
を獲得。現在はテレビ朝日「グッド！モーニング」にて気象情報を担
当している。1995年気象予報士取得。1997年テレビ朝日「ヤン坊
マー坊天気予報」で地上波デビュー後、テレビ朝日専属のお天気キャ
スターを務める。報道ステーション担当時（2005年～2010年）には、
台風解説の度に視聴率20％超えを連発。2010年10月には、やじう
まテレビにてMCに抜擢される。2004年には国家資格「森林インス
トラクター」を取得。気象だけでなく、環境全般に造詣が深い。

飯山市公民館 　　℡ 62-3342問

講 演

講 演

　

第
43
回
飯
山
市
民
芸
術
祭

（
展
示
部
門
）
が
、
市
民
芸
術

祭
運
営
委
員
会
の
主
管
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
展
示
部
門
は
４
月
15
日
、
16

日
に
飯
山
市
公
民
館
と
飯
山
市

美
術
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

書
道
や
絵
画
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

来
場
者
は
一
つ
一
つ
の
作
品

を
熱
心
に
鑑
賞
し
、
展
示
作
品

に
つ
い
て
同
行
者
と
言
葉
を
交

わ
す
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

◆講師：精
せ い
田
だ
 紀

き
代
よ
美
み
 氏　

歯科衛生士 1950（昭和 25）年 8月 8日生まれ、富山県出身。2001（平成 13）
年に３０年間勤務していた富山県保健所を退職。その後、現在の「歯科衛生士事務
所ピュアとやま」を開設して独立し、地域に密着した歯科保健活動を展開している。

◆日時：6月 10日（土）13:30 ～ 15:30（開場 13：00）
◆会場： 飯山市公民館 講堂（入場無料）

飯山市公民館 　　℡ 62-3342 

太田公民館＆飯山市公民館共催

信越トレイルを歩こう!
森、湿原、湖、山頂、農道と変化に富むコースを歩こう！ 
初めて信越トレイルを歩く方にもおすすめ

◆日　時　：7月2日（日）【小雨決行】
◆行　程　：8:00太田公民館集合～（バス）～8:30飯山

市公民館～（バス）～赤池～涌井～飯山市公民館
～太田公民館

◆コース　：セクション２（11㎞）
◆対　象　：小学 4年生以上の完歩できる人
　　　　　　※小学生は保護者同伴
◆定　員　：20名（先着順）
◆持ち物　：昼食、飲み物、タオル、軍手
◆服　装　：山歩きできる服装
◆参加料　：1,500 円（ガイド料金等含）
◆締め切り：6月 16日（金）
◆申込先等：太田公民館、飯山市公民館

参加者募集

太田公民館 ℡ 65-4579  飯山市公民館 ℡ 62-3342 

◆期　日　：6/16（金）、7/21（金）
 　8/25（金）、9/22（金）
◆時間等　：午前 10:00 ～ 12:00（定員８名）　
 　午後 13:30 ～ 15:30（定員８名）
◆場　所　：いいやま女性センター未来　創作室
◆講　師　：フラワーコーディネーター 清水 恵さん
◆対　象　：市民および市内にお勤めの方
　　　　　　（定員になり次第締め切り）
◆受講料　：1回200円（材料費 1回3,000円）
◆持ち物　：エプロン、花はさみ、ペンチ、マスク、飲料水
◆募集期間：5月24日（水）～ 6月9日（金）
　　　　　　（定員になり次第締め切り）
◆申込先　 :いいやま女性センター未来

四季のプリザーブドフラワー講座
生活の中に無理なく溶け込むプリザー
ブドフラワ―を使って、四季の行事に
合わせた作品を制作してみませんか。

写真 : イメージ

くらしのセミナー 参加者募集

いいやま女性センター未来　℡62-0543

活
動
の
成
果

作
品
を
展
示

申込先　飯山市公民館 　　℡ 62-3342 

◆日時：６月25日（日）　14:00 ～ 15:30（開場 13:30）

◆日　時：６月10日（土） 10:00 ～ 11:30
◆講　師：長野県環境保全研究所 葉

は
田
た
野
の
 希
のぞみ
 先生

◆場　所：飯山市公民館　講堂
◆対　象：小学校高学年～大人（事前申し込み不要）　
◆受講料：無料

　日本一長い河川として知られる千曲川（信濃川）。源流か
ら日本海に至るまで、ときに緩やかに、ときに狭い谷筋を急
にくだったりと、さまざまな流れを
私たちにみせてくれます。このよう
な現在の千曲川の流れはどのよう
にできたのでしょうか？地形・地質
からそのなりたちをみていきます。

爆笑！お笑い健口ライブ【おもしろ健口長生きのひみつ】

飯山雪国大学 教養講座

【
再
任
地
区
公
民
館
長
】

飯
山
地
区
公
民
館
長　

 

森
本
浩
正

【
新
任
地
区
公
民
館
長
】　　

外
様
地
区
公
民
館
長　

 

春
日
光
雄

【
退
任
地
区
公
民
館
長
】

外
様
地
区
公
民
館
長　

 

小
林
則
夫

【
新
任
公
民
館
長
】

飯
山
市
公
民
館
長　
　

村
松
直
昭

【
退
任
公
民
館
長
】

飯
山
市
公
民
館
長　
　

 

小
林
芳
裕
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  ふるさと館たいけん工房②

上空から見た飯山城跡

　飯山市美術館では、１階ロビー及び２階ギャラリーにてギャラリー展「北信濃
伝統工芸展」を開催します。
　飯山仏壇の製作に携わる三人の伝統工芸士、森徳壽 (彫刻 )、藤澤一雄 (蒔絵 )、
三ツ井照雄 (彫金 ) の他 、内山紙、小沼箒、野沢アケビつる細工、山ノ内竹細工
等の北信濃を代表する工芸品の作品展です。ペンダント、ブローチ、イヤリング
などのアクセサリー、スマホスタンド、一輪挿し、銘々皿や壁飾りなど、伝統工
芸士の技を駆使しながら、新たなものづくりに取り組んだ作品の数々を展示しま
す。
　また、期間中、実演、体験も計画しています。ぜひご覧ください。

　飯山市文化交流館　なちゅら  ℡ 67-0311 火曜休館問

市民公募合唱団 参加者募集 ギャラリー展「北信濃伝統工芸展」6/2（金）～7/2（日）

◇日　時　6月10日（土）10:00 ～ 11:30
◇講　師　いいやま食文化の会
◇対　象　市内小学生以上
　　　　　（大人・親子もご参加いただけます）
◇定　員　20名
◇参加費　300 円
◇申込締切　6月 4日（日）

飯山の郷土食「笹もち」。田
植えを終えた“田休み”にあ
わせ作られます。みんなで力
を合わせてお餅をついたら、
さあ、笹の葉に包みましょう！

笹もち作りぺったん
ぺったん

 参加者募集

飯山市ふるさと館 ℡ 67-2030 月曜休館（月曜祝日の場合は翌日）問

ご
寄
贈
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

令
和
４
年
３
月
か
ら
令
和

５
年
３
月
ま
で
に
、
ふ
る
さ

と
館
へ
新
た
に
ご
寄
贈
い
た

だ
い
た
資
料
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
館
で
は
随

時
、
民
具
や
古
文
書
な
ど
の

郷
土
資
料
の
収
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。
寄
贈
に
関
す
る
ご

希
望
や
お
問
い
合
わ
せ
等
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
民
俗
資
料

　
２
件
、
５
点

　
　

ウ
マ
グ
ツ
、
雪
道
踏
み
当
番
札 

等

◆
歴
史
資
料

　
２
件
、
約
５
点

日
露
戦
争
当
時
の
軍
事
郵
便
、

相
撲
巡
業
番
付
表 

等

場
所 

飯
山
市
文
化
交
流
館 

な
ち
ゅ
ら 

小
ホ
ー
ル

開
演 

午
後
１
時
30
分
（
開
場
午
後
１
時
）

な
ち
ゅ
ら
る
寄
席

令
和
五
年
度
４
回
シ
リ
ー
ズ
第
２
回

ワ
ン
コ
イ
ン

落
語

７
月
15
日
㊏

立
川
晴
の
輔

　

飯
山
城
跡
は
、
飯
山
市
街

地
の
や
や
北
寄
り
に
あ
る
独
立

丘
陵
に
築
城
さ
れ
て
い
ま
す
。

城
跡
の
東
側
に
は
千
曲
川
が
流

れ
、
そ
の
比
高
差
は
お
よ
そ
35

ｍ
を
は
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
北

に
は
皿
川
、西
側
に
は
湿
地（
当

時
）
が
広
が
り
、
周
囲
は
急
な

崖
で
取
り
囲
ま
れ
る
な
ど
、
自

然
の
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
て

い
ま
す
。

　
飯
山
城
内
は
、
丘
の
最
も
高

い
部
分
を
本
丸
と
し
、
北
側
に

向
か
っ
て
階
段
状
に
二
の
丸
、

三
の
丸
を
配
置
し
た
梯て
い
郭か
く
式
と

　
毎
日
の
生
活
の
中
に
、
ほ
ん
の
少
し
、
文
化
的
な
ゆ
と
り
と
健
全
な

笑
い
を
取
り
入
れ
る
お
手
伝
い
を
し
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
ご
好
評

を
い
た
だ
い
た
昨
年
に
引
き
続
き
年
４
回
の
寄
席
の
シ
リ
ー
ズ
を
お
届

け
し
ま
す
。
出
演
は
す
べ
て
真
打
に
よ
る
本
格
派
。
各
回
と
も
ワ
ン
コ
イ

ン（
５
０
０
円
）で
１
時
間
ほ
ど
の
落
語
を
お
気
軽
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

木戸銭 各回500円（全席自由）

発売日 ５月20日（土）

プレイ
ガイド

飯山市文化交流館なちゅら
（火曜休館）
電話予約 ℡0269-67-0311

主  催 飯山市／飯山市教育委員会

第５回いいやま音楽祭

攻
め
る
に
難
く
護
る
に
易
い
城飯山

城
築
城

飯
山
城
下
町
を
歩
く

よ
ば
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
ま

す
。
飯
山
城
の
本
丸
の
背
後

は
南
か
ら
東
に
か
け
て
急
峻
な

高
い
崖
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

最
も
堅
固
な
天
然
の
要
害
と
い

え
ま
す
。「
う
し
ろ
堅
固
の
城
」

と
も
よ
ば
れ
る
こ
の
配
置
は
、

本
丸
は
後
ろ
か
ら
は
攻
め
ら
れ

な
い
と
い
う
条
件
の
も
と
、
兵

の
配
備
を
考
え
た
場
合
、
ほ
か

の
配
置
よ
り
も
少
人
数
で
防
御

で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま

し
た
。
飯
山
城
は
ま
さ
に
攻
め

る
に
難
く
護
る
に
易
い
城
な
の

で
す
。　

 【立
たて
川
かわ
晴
はれ
の輔
すけ
】

　兵庫県出身
　平成 9年（1997） 
　　立川志の輔に入門。志の吉を拝名
　平成15年（2003）
　　 二ツ目に昇進
　平成20年（2008）
　　 東西若手落語家コンペティション
　　　　　　　　グランドチャンピオン
　平成25年（2013） 
　　真打に昇進。晴の輔へ改名
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飯山市ふるさと
館へのメールで
のお問い合わせ
はこちらへ

◆日　時　7月22日（土）開場13:30　開演 14:00

富井ちえり ヴァイオリン リサイタル

ⒸKei Uesugi

富井ちえり（ヴァイオリン） 𠮷武 優（ピアノ）

　野沢温泉村出身のヴァイオリニスト富井ちえりを迎えお贈りするヴ
ァイオリン・リサイタル。共演はソリスト、室内楽奏者として定評の
あるピアニスト𠮷武優。美しく繊細な音色で心を癒すひとときを満喫
しませんか。

◆入場料：一般 2,000 円 / 高校生以下 1,000 円
　　　　　（全席自由・税込　当日券は各 500円増）
◆出　演：富井ちえり（ヴァイオリン）、𠮷武優（ピアノ）
◆場　所：飯山市文化交流館なちゅら（大ホール）
◆プレイガイド 飯山市文化交流館なちゅら、
 　 ヒオキ楽器中野店　℡ 0269-23-7070
 　 富井歯科医院　　   ℡ 0269-85-2347
◆発売日：5月 27日（土）
◆主　催：飯山市／飯山市教育委員会

◆プログラム（一部変更になる場合あり）
・シューベルト ヴァイオリンとピアノのためのソナチネ第
  ３番 ト短調 作品137-3 D.408
・サン＝サーンス ヴァイオリンとピアノのためのソナタ第
  １番 ニ短調 作品75
・クララ・シューマン ３つのロマンス 作品22
・ロベルト・シューマン ヴァイオリンとピアノのためのソ
  ナタ第２番 ニ短調 作品121

　飯山市文化交流館　なちゅら  ℡ 67-0311 火曜休館問

 飯山市美術館  ℡ 62-1501 月曜休館問

　飯山市と飯山音楽祭実行委員会では、「第 5回いいやま音楽祭」を開催しま
す。市民合唱団による感動の舞台を一緒に創り上げましょう！合唱経験の有無
は問いません。奮ってご参加ください。（５月中旬より募集要項を公開します）
◆期　日　11月 26日（日）　
◆会　場   なちゅら大ホール
◆演　目　ベートーヴェン交響曲第 9番第 4楽章　ほか
◆ｵｰｹｽﾄﾗ　長野市交響楽団　
◆指　揮   宮澤 等
◆独　唱　山﨑岩男 /上原正敏 /徳武雪子 /奥野恵子

【練習予定】
◆合唱指導　清泉女学院短期大学 山﨑 浩 
◆期　間　　夏から 11月まで月 2回
◆場　所　　飯山市文化交流館 なちゅら大ホール

真打による独演会！



秋
津
公
民
館

℡
６
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６
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柳
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℡
６
2- 
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富
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公
民
館

℡
６
7- 
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山
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館

℡
６
9- 

2
0
1
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参
加
者
は
、
春
の
散
策
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。　

◇
あ
き
つ
子
育
て
支
援
サ
ー
ク　

　
ル
『
に
こ
に
こ
ア
キ
ッ
ズ
』

　
秋
津
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

（
秋
津
公
民
館
）
で
は
、
令
和

５
年
度
も
「
に
こ
に
こ
ア
キ
ッ

ズ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
時　
毎
月
第
1
、
３
、４

の
火
曜
日
10
時
〜
12
時

■
内
容　
自
由
遊
び
（
リ
ト
ミ

ッ
ク
・
プ
ー
ル
遊
び
・
遠
足
他

も
予
定
）

■
年
会
費　
５
０
０
円

■
持
ち
物　
飲
み
物
、
お
む
つ

な
ど

◇
第
31
回
木
島
地
区
レ
デ
ィ
ー
ス　
　

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
日
時　
６
月
11
日
㈰

    
午
前
８
時
30
分
開
会
式

■
場
所　
木
島
小
学
校
体
育
館

◇
第
14
回
木
島
地
区
マ
レ
ッ
ト

　
ゴ
ル
フ
大
会　

  
 

地
区
住
民
の
健
康
と
親
睦
を

目
的
に
、大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　
７
月
２
日
㈰

 　
　
午
前
８
時
30
分
開
会
式

■
場
所　
長
峰
運
動
公
園

　
　

 

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

■
お
問
合
先　
木
島
公
民
館

◇
管
内
史
跡
看
板
設
置
作
業

４
月
16
日
、
瑞
穂
公
民
館
の

管
内
史
跡
看
板
設
置
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

看
板
に
書
か
れ
た
文
化
財
の

学
習
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
と

の
要
望
を
受
け
、
秋
の
撤
収
作

業
と
併
せ
て
現
地
学
習
会
の
開

催
を
計
画
中
で
す
。

◇
柳
原
公
民
館
運
営
審
議
会

４
月
18
日
、
公
民
館
運
営

審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
年
度
の
事
業
報
告
と

予
算
、
令
和
５
年
度
の
事
業

計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

◇
柳
原
地
区
球
技
大
会

　
地
域
の
連
携
と
親
睦
を
深
め

る
た
め
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日　
６
月
４
日
㈰

■
場
所  

泉
台
小
学
校
体
育
館

■
お
問
合
先　
柳
原
公
民
館

◇
富
倉
公
民
館
運
営
審
議
会　
　

　
４
月
15
日
に
開
催
し
た
公
民

館
運
営
審
議
会
で
は
、
原
案
ど

お
り
令
和
５
年
度
事
業
・
予
算

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
２
回
ボ
ッ
チ
ャ
会

　

富
倉
公
民
館
内
で
第
２
回

ボ
ッ
チ
ャ
会
を
行
い
ま
す
。
各

戸
へ
配
布
し
ま
す
チ
ラ
シ
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
6
月
18
日
㈰

                

午
後
1
時
30
分　

■
場
所　
富
倉
公
民
館

■
お
問
合
先　
富
倉
公
民
館　

◇
外
様
公
民
館
運
営
審
議
会

  

４
月
16
日
に
外
様
公
民
館
運

営
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和

5
年
度
外
様
公
民
館
の
事
業

計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

◇
第
28
回
外
様
公
民
館
長
杯
マ

   

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
球
技
大
会

■
日
時　
５
月
28
日
㈰

　
　
　

 

午
後
１
時
15
分 

予
定

■
場
所　
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

◇
天
然
記
念
物
「
黒
岩
山
」
観

　
察
会
（
外
様
公
民
館
・
飯
山

　
市
公
民
館
共
催
）

　
飯
山
市
公
民
館
と
の
共
催
事

業
と
し
て
、
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
黒
岩
山
に
生
息

す
る
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
ク
ロ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
山
野
草
の

観
察
を
行
い
ま
す
。

■
期
日　
６
月
11
日
㈰
予
定

■
集
合
時
間
・
場
所

午
前
８
時
30
分
飯
山
市
公
民
館　
　
　
　

午
前
９
時　
外
様
地
区
活
性
化

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

※
球
技
大
会
と
観
察
会
の
詳
細

は
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
お
問
合
先　
外
様
公
民
館

◇
と
き
わ
寺
子
屋

　
　
春
休
み
V
e
r
開
催
！

　
『
少
し
で
も
子
ど
も
た
ち
の

学
力
を
上
げ
て
、
進
級
さ
せ

た
い
』
と
の
思
い
か
ら
、
3
月

20
、
22
日
に
延
べ
68
名
の
小
学

生
が
参
加
し
、
1
年
間
の
勉
強

を
振
り
返
り
ま
し
た
。
静
電
気

実
験
等
も
行
い
、
楽
し
み
な
が

ら
新
し
い
学
年
へ
の
期
待
を
膨

ら
ま
せ
た
２
日
間
で
し
た
。

◇
第
33
回
常
盤
地
区
マ
レ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会

■
日
時　
6
月
10
日
㈯

　
　

  

午
前
8
時
30
分
開
会
式

■
場
所　
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
　
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

◇
第
42
回
常
盤
地
区
ゲ
ー
ト

　
ボ
ー
ル
大
会

■
日
時　
6
月
10
日
㈯

              

午
前
8
時
開
会
式

■
場
所　
大
倉
崎
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

※
両
大
会
と
も
詳
細
は
チ
ラ
シ

　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
お
問
合
先　
常
盤
公
民
館

◇
太
田
地
区
球
技
大
会

　
４
年
ぶ
り
に
球
技
大
会
を
6

月
11
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。

　

小
集
落
で
も
選
手
確
保
が

可
能
な
種
目
に
限
定
し
て
、
実

施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

外
様
公
民
館

℡
６
2- 

1
０
２
９ 

太
田
公
民
館

℡
６
5- 

4
5
7
9

常
盤
公
民
館

℡
６
2- 

3
2
0
0

◇
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

　
6
月
7
日
㈬
か
ら
ス
タ
ー
ト

（
8
月
末
ま
で
の
予
定
）

■
場
所　
戸
狩
小
学
校

                    

グ
ラ
ウ
ン
ド

■
参
加
対
象　

　
　
　
　

  
小
学
3
年
生
以
上

■
お
申
込
先　
太
田
公
民
館

随
時
申
込
み
を
受
付
し
ま
す
。

◇
岡
山
公
民
館
運
営
審
議
会

　
総
会

　

4
月
15
日
に
公
民
館
運
営

審
議
会
総
会
を
含
め
た
岡
山

地
区
四
団
体
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
4
年
ぶ
り
に
参
集
し
て

の
開
催
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、

新
年
度
の
公
民
館
活
動
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

◇
岡
山
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

　
大
会

　

5
月
21
日
㈰
に
地
区
住
民

の
健
康
と
親
睦
交
流
の
た
め
大

会
を
開
催
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
4
月
配
布
の
チ
ラ

シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

木
島
公
民
館

℡
６
2- 

0
5
5
5

◇
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
交
流
会

　

同
一
字
町
内
で
の
ペ
ア
に
よ

る
チ
ー
ム
で
の
競
技
と
し
、
一

つ
の
字
町
か
ら
５
チ
ー
ム
ま
で

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
ま
す
。

■
日
時　
７
月
２
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　

 

午
後
１
時 

■
場
所　
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　

 

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

　
５
月
以
降
に
字
町
公
民
館
か

ら
回
覧
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧

の
う
え
、
字
町
公
民
館
を
通
じ

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　
６
月
22
日
㈭

■
お
申
込
先　
飯
山
公
民
館

◇
水
梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
観
賞

　
会
・
勘
介
山
古
墳
学
習
会

　
飯
山
市
公
民
館
と
共
催
の

学
習
会
を
４
月
22
日
に
開
催

し
、
春
の
花
や
、
長
野
県
史
跡

で
あ
る
勘
介
山
古
墳
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

看板固定作業の練習

飯
山
公
民
館

℡
６
2- 

3
3
4
2

な
ぜ
画
伯
⁉　
―
画
伯
と
し
て
思
う
こ
と
―

飯
山
地
区　
　

木
村　
友
子

職
を
探
し
て
、
勤
務
先
が

決
ま
っ
た
と
き
、
知
人
に
美
術

館
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
伝
え
る
と
、「
美
術
館
っ
て
ど

こ
に
あ
る
の
？
」
と
言
わ
れ
た
。

他
の
知
人
は
「
飯
山
に
住
ん
で

40
数
年
に
な
る
け
ど
飯
山
に
美

術
館
な
ん
て
あ
っ
た
っ
け
？
」

と
。

　

ず
っ
と
飯
山
に
住
ん
で
い
る

人
に
さ
え
、
美
術
館
の
存
在
が

認
知
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
と

て
も
残
念
で
し
た
。
ま
あ
、
私

自
身
も
高
校
卒
業
後
、
郷
里
を

離
れ
て
首
都
圏
で
生
活
し
Ｕ
タ

ー
ン
し
て
き
た
者
で
、
飯
山
の

文
化
施
設
は
全
く
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
知
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
縁
あ
っ
て
美
術
館
に
勤
務
す

る
こ
と
に
な
り
、
自
身
も
芸
術

に
は
ま
っ
た
く
縁
も
な
く
、
大

丈
夫
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、「
作
品
を
鑑
賞
し
て

理
解
し
よ
う
な
ん
て
思
わ
な
く

て
い
い
ん
で
す
。
自
身
が
感
じ

る
ま
ま
で
、
き
れ
い
だ
な
〜
と

か
、
楽
し
そ
う
な
絵
だ
な
〜
と

か
、
そ
ん
な
感
じ
で
気
負
わ
ず

に
観
れ
ば
い
い
ん
で
す
よ
」
と

助
言
し
て
い
た
だ
き
、
不
安
が

減
り
従
事
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
皆
さ
ん

に
美
術
館
を
認
知
し
て
も
ら

え
る
の
か
相
談
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
他
の
職
員
が
私
の
似
顔
絵

を
描
き
、
ベ
レ
ー
帽
を
書
き
入

れ
て
、
な
ん
だ
か
「
画
伯
」
み

た
い
に
な
っ
た
の
を
キ
ッ
カ
ケ

に
、
画
伯
の
姿
で
P
R
を
始

め
た
。
美
術
館
入
口
の
重
い
ガ

ラ
ス
扉
を
気
軽
に
開
け
て
も
ら

う
に
は
、
と
に
か
く
注
目
し
て

も
ら
う
こ
と
だ
。
当
時
の
上
司

に
は
「
節
度
を
持
っ
て
や
る
よ

う
に
」
と
釘
を
さ
さ
れ
、
ケ
ー

ブ
ル
T
V
で
は
他
局
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
か
ら
「
本
当
に
市
の

職
員
が
担
当
し
て
い
る
の
で
す

か
？
」
と
驚
か
れ
な
が
ら
な
ん

と
か
今
ま
で
続
け
て
い
ま
す
。

お
か
げ
で
、
街
で
買
い
物
を
し

て
い
て
も
「
画
伯
」
と
声
を
掛

け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
少
し
は
美
術
館
に
親
し

み
を
持
っ
て
も
ら
え
た
の
か
な
、

と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の

活
動
が
美
術
館
と
い
う
施
設
の

敷
居
を
で
き
る
だ
け
下
げ
、
誰

も
が
気
軽
に
観
に
来
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
飯
山
市
美
術
館
は
開
館
し
て

26
年
に
な
り
ま
す
。
郷
土
の
作

家
や
、
飯
山
市
に
ゆ
か
り
の
あ

る
作
家
を
中
心
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
心
に
ビ
タ
ミ
ン
を
入
れ

に
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

　

た
だ
、「
画
伯
」
で
お
迎
え

は
で
き
ま
せ
ん
よ
。
悪
し
か
ら

ず
。

【
筆
者
紹
介
】

 　

画
伯
に
扮
し
た
木
村
さ
ん
。

i
ネ
ッ
ト
飯
山
で
美
術
館
の
作
品

解
説
な
ど
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

    　
　
　
　

 （
飯
山
市
公
民
館
）

静電気の実験に挑戦！
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４
月
30
日
に
、「
特
別
版
お

は
な
し
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
カ
ナ
ダ
か
ら
の
国
際
交

流
員
グ
ロ
リ
ア
さ
ん
が
、
子
ど

も
た
ち
に
英
語
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
読

ん
だ
絵
本
は
、
レ
オ
・
レ
オ
ニ

作「
じ
ぶ
ん
だ
け
の
い
ろ
」で
す
。

動
物
た
ち
は
み
ん
な
自
分
の
色

を
持
っ
て
い
る
の
に
、
決
ま
っ

た
色
を
持
っ
て
い
な
い
カ
メ
レ

オ
ン
が
自
分
の
色
を
探
し
に
出

か
け
る
お
話
で
す
。
ま
ず
司
書

が
日
本
語
で
読
み
、
続
い
て
グ

ロ
リ
ア
さ
ん
が
英
語
で
読
み
ま

し
た
。
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
読
ん

で
く
れ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
グ

ロ
リ
ア
さ
ん
の
本
場
の
英
語
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
母
国

語
で
は
な
い
言
語
に
も
興
味
を

持
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
「
あ
た
ま
・
か
た
・

ひ
ざ
・
ぽ
ん
」
を
日
本
語
と
英

語
の
両
方
で
遊
び
ま
し
た
。
英

語
版
も
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
歌
詞
の

内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
日

本
語
で
は
「
ぽ
ん
」
と
手
を
叩

く
と
こ
ろ
が
英
語
の
方
は
「
ｔ

ｏ
ｅ
ｓ
」
と
つ
ま
先
を
触
り
ま

す
。
し
ぐ
さ
が
少
し
変
わ
る
こ

と
を
知
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
楽

し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
読
ん
だ
絵
本
の

「
色
」
に
ち
な
ん
で
、
散
り
ば
め

ら
れ
た
野
菜
や
果
物
の
カ
ー
ド

を
一
人
一
枚
持
っ
て
き
て
、
カ
ラ

フ
ル
な
虹
を
作
り
ま
し
た
。
赤

は
「
レ
ッ
ド
」、
黄
色
は
「
イ
エ

ロ
ー
」
な
ど
、
色
の
英
単
語
を

知
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
も
い
ま

し
た
。
大
型
連
休
中
で
し
た
が
、

大
勢
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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趣　
味
・
実　
用

死
は
存
在
し
な
い

田
坂 

広
志

る
る
ぶ
沖
縄 

'24

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

る
る
ぶ
九
州
ベ
ス
ト 

'24

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

さ
ら
ば
、
男
性
政
治

三
浦 

ま
り

料
理
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
ひ
も
と
く
歴
史
的
瞬
間

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト　

フ
ラ
ン
ク
リ
ン

新
説
・
恐
竜

福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

調
達
・
資
材
・
購
買
の
基
本

福
原 
政
則

１
分
で
お
し
ゃ
れ

Ｍ

Ｂ

名
も
な
き
家
事
妖
怪

カ
ワ
グ
チ 
マ
サ
ミ

野
菜
料
理
の
レ
シ
ピ
集
﹇
点
字
付
資
料
﹈　
上
／
下

公
益
財
団
法
人
す
こ
や
か
食
生
活

世
界
で
最
初
に
飢
え
る
の
は
日
本

鈴
木 

宣
弘

魚
ビ
ジ
ネ
ス

な
が
さ
き 

一
生

60
歳
か
ら
の
ピ
ア
ノ
超
入
門

元
吉 

ひ
ろ
み

ま
る
ご
と
バ
ナ
ナ
が
、
食
べ
き
れ
な
い

大
久
保 

佳
代
子

よ　
み　
も　
の

Ａｎ
ｏ
ｔ
ｈｅ
ｒ 

ｓ
ｉ
ｄｅ 

ｏ
ｆ
辻
村
深
月

辻
村 

深
月

歳
は
ト
ル
も
の
、
さ
っ
ぱ
り
と

石
井 

ふ
く
子

月
と
散
文

又
吉 

直
樹

松
本
清
張
全
集 

１
〜
20

松
本 

清
張

マ
イ
・
リ
ト
ル
・
ヒ
ー
ロ
ー

冲

方 

丁

夜
の
だ
れ
か
の
岸
辺

木
村 

紅
美

夜
空
に
浮
か
ぶ
欠
け
た
月
た
ち

窪 

美

澄

は
る
か
、
ブ
レ
ー
メ
ン

重

松 

清

＃
刑
事
の
娘
は
何
し
て
る
？

新
堂 

冬
樹

誰
に
似
た
の
か

中

島 

要

忍
び
の
副
業 

上
／
下

畠

中 

恵

悪
口
と
幸
せ

姫
野 

カ
オ
ル
コ

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

村

上 

龍

街
と
そ
の
不
確
か
な
壁

村
上 

春
樹

合
理
的
に
あ
り
得
な
い 

２

柚
月 

裕
子

郷　
　
　
土

奥
信
濃
文
化 

第
40
号

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
友
の
会

妙
高
山
信
仰

木
島
平
村
ふ
る
さ
と
資
料
館

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

旬の本☆話題の本☆意外な本

らいぶらり
ブックレビュー

図書館
ニュース

✿開館時間と休館日✿
　【開 館 時 間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
    土・日・祝       9:30 ～ 17:00
  【休 館 日】
    月曜（祝日の場合は 翌平日 )
   年末年始 ・ 蔵書整理期間等

■の日は休館です

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

◇ 6月図書館カレンダー ◇
1 木 蔵書点検に伴う休館日
2 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
3 土
4 日 10:30 ～おはなしひろば
5 月 休館日
6 火
7 水 移動図書館車③温井 ･秋津
8 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
9 金 移動図書館車④太田 ･富倉
10 土
11 日 10:30 ～ブックスタート
12 月 休館日
13 火
14 水 移動図書館車①北原 ･常盤
15 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
16 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
17 土
18 日 10:30 ～おはなしひろば
19 月 休館日
20 火
21 水 移動図書館車③温井 ･秋津
22 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
23 金 移動図書館車④太田 ･富倉
24 土
25 日 10:30 ～おはなしひろば
26 月 休館日
27 火
28 水 移動図書館車①北原 ･常盤
29 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
30 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝

Instagram

Web OPAC ( 蔵書検索・予約 )

随時更新中！

【ガラケーの方】【スマホの方】

１コース 水曜日
北原・常盤方面

２コース 金曜日
戸狩・西大滝方面

３コース 水曜日
温井・秋津方面

４コース 金曜日
太田・富倉方面

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
巡
回
時
間

北原コミニティーセンター
10:00 ～ 10:20

老人ホームてるさと
10:00 ～ 10:20

温井多目的交流センター
10:00 ～ 10:20

外様活性化センター
9:50 ～ 10:10

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸隠農業生活改善センター
10:30 ～ 10:50

戸狩区コミュニティーセンター
10:30 ～ 10:50

蕨野 ふるさと館
10:30 ～ 10:50

今井生活改善センター
10:30 ～ 10:50

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
下水沢公民館
10:55 ～ 11:15

大深みつわや前 (旧 JA倉庫 )
10:55 ～ 11:15

スキー場五荷駐車場
10:55 ～ 11:15

柳沢公会堂
11:00 ～ 11:20

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
小沼倉科商店前
11:20 ～ 11:40

Aコープみゆき店
11:30 ～ 11:50

顔戸公会堂
11:25 ～ 11:45

小境北停留所（1～3月休止）

11:25 ～ 11:45

ふっくら工房ふるさと前
13:20 ～ 13:40

西大滝農村研修集会施設
14:00 ～ 14:20

中山根集落センター
13:25 ～ 13:45

富倉地区活性化センター
13:40 ～ 14:00

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
坂井多目的集会所
13:45 ～ 14:05

藤沢多目的集会所
14:25 ～ 14:45

上組集落センター
13:55 ～ 14:15

藤ノ木活性化支援センター
14:20 ～ 14:40

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
戸那子構造改善センター
14:15 ～ 14:35

桑名川 馬場集会所
14:50 ～ 15:10

深沢農業生活改善センター
14:25 ～ 14:45

笹川公民館
14:50 ～ 15:10

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
福島生活改善センター
14:45 ～ 15:05

岡山地区活性化センター
15:15 ～ 15:35

新田公会堂
14:50 ～ 15:10

南条農業生活改善センター
15:15 ～ 15:35

⬇ ⬇ ⬇ ⬇
神戸公民館

15:15 ～ 15:35
桑名川 和水研修集会所
15:40 ～ 16:00

秋津中央区集会所
15:20 ～ 15:40

小佐原農業生活改善センター
15:40 ～ 16:00

⬇ ⬇ ⬇
関沢農業生活改善センター
15:45 ～ 16:05

大久保地域交流センター
15:45 ～ 16:05

曙町 水上団地集会所
16:10 ～ 16:30

⬇ ⬇  
常盤小学校

16:15 ～ 16:35
中町地域交流センター
16:10 ～ 16:30

移動図書館車ゆきつばき号 巡回日程表

※令和 5年 8月以降の巡回日程等は 7月号に掲載予定です 

巡
回
日

6 月 14 日・28日
7月 12 日・26日

6月 2 日・16日・30日

7 月 14 日・28日
 6 月 7 日・21日
 7 月 5 日・19日

 6 月 9 日・23日
 7 月 7 日・21日

１コース 水曜日
【令和 5 年 6・7 月】

蔵 書 点 検 の た め 休 館 し ま す

この期間中は移動図書館車の巡回も休止となります

ピッ！

　休館中、本の返却は「返却ポスト」をご利用ください。
返却ポストは図書館正面の玄関スロープ付近、または飯山市公民館からの通
路にあります。ただし、ＣＤ・ＤＶＤといった視聴覚資料は破損のおそれが
あるため、図書館の開館日にカウンターでご返却ください。
　ご不便をおかけいたしますが、ご協力よろしくお願いします。

蔵書点検ってどんなことをするの？

　ハンディターミナルを使用して、図書館に所蔵されている約 14万点の資
料のバーコードを 1点ずつ読み取り、所蔵データと照合します。ここで照
合できなかった資料を調べて正しい書棚に戻したり、所在不明になってい
た資料が発見されることもあり、非常に重要な作業です。

5月23日 (火 )～6月1日 (木 )

子
ど
も
読
書
の
日
・
こ
ど
も
の
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
て

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
！

▲絵本「じぶんだけのいろ」
　英題「A Color of his Own」

▲手遊び「あたま かた ひざ ぽん」
　英題「Head shoulders 
　　　　        knees and toes」

「おかえり」と言える、その日まで
山岳遭難捜索の現場から

中村富士美 /著
新潮社

　民間の山岳遭難捜索チーム LiSS 代表の著者は、もと救命救急センターの看護師。
公的機関の捜索で発見できず依頼される捜索に、家族や友人・登山仲間から話を聞き、
プロファイリングを取り入れ、「遭難者の目線・立場から山を見る」とし、捜索をする。
帰りを待つ家族への支援も忘れない。その実際の様子を伝えています。


